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公正という観点から、中小企業に対し 大企業よりも企業活動において大きな自由度と優遇待遇を与えてきた。この め、生産性向上によって企業規模を拡大できる可能性があっても、中小企業優遇枠に残に企業が敷居を超え 拡大することを避けたり、複数のグループ が同じ製品市場に設立されるという非効率な状況 生み出していた。
　以上見てきたように、一九九一年以前の















































別の自由化措置の中で、貿易政策の自由化の効果は最も集中して検証されてきた。そして多く 実証研究が、貿易自由化が概ね生産性またはその成長率を高めてきたという推計結果を得ている。経済自由化の流れの中で、海外直接投資 制限も大幅に緩和されてきた。その効果を検 した多くの実証研究は、適切な条件さえ満たせばインド経済に好ましい効果を持ちうることを示ている。
　しかし、市場競争が生産性に与える効果
につい は、多くの叙述的な記述はなされてきたが、データ 基づいた厳密な実証研究は行われてこなかった。その め、筆者自身が製造業の八つのセクターの企業データを用いて実証分析を行い、市場競争が製造業企業の生産性の成長率にプラス 効果をもたらして るという推計結果を得た。
　これらの実証研究結果は、経済自由化後










































































































ＭＲＴＰ法は、経済力集中の防止 独占の統制、独占的・制限的な取引慣 の禁止、不公正な取引慣行の禁止（八四年修正法以降）を柱とし、一定規模以上の企業 以下、ＭＲＴＰ企業）に対して政府に登録し、設備の拡張や事業の多角化、合併や買収などに関して事前に政府から許可を得ることを義務付けた。当初一二二〇社超の企業がＭＲＴＰ企業として登録された。しかし、ＭＲＴＰＣの権限はもともと弱く ＭＲＴＰＣの活躍の場は限られ いた。大規模な操業のためには政府から許認可を受け ければならなかった一九九一年以前の状況 下で、大企業が政治的な優遇措置を受けたり、資金調達における有利な立場を利用したりするなどして、さらに巨大化する傾向がＭＲＴＰ法下においても見られた。また公企
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